
図表１ 休眠預金の流れ
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休
眠
預
金
活
用
事
業
の
現
況

「
休
眠
預
金
」
と
は
10
年
以
上
取
引
の
な
い
預

金
で
、
年
間
１
４
０
０
億
円
程
度
発
生
し
て
い
る
。

こ
れ
を
預
金
者
等
の
利
益
を
保
護
し
つ
つ
民
間
公

益
活
動
に
活
用
す
る
た
め
、
２
０
１
₈
年
1
月
に

休
眠
預
金
等
活
用
法

（
注
１
）が
施
行
さ
れ
た
。
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｐ

Ｉ
Ａ
は
、
同
年
₇
月
に
経
団
連
に
よ
り
設
立
さ
れ
、

２
０
１
９
年
1
月
に
政
府
か
ら
同
法
の
定
め
る
指

定
活
用
団
体
に
選
定
さ
れ
た
。

設
立
か
ら
５
事
業
年
度
目
と
な
る
今
、
Ｊ
Ａ
Ｎ

Ｐ
Ｉ
Ａ
か
ら
の
助
成
総
額
は
累
計
２
６
０
億
円
を

超
え
た
。
現
場
で
活
動
を
担
っ
て
い
る
実
行
団
体

数
は
累
計
で
１
０
０
０
を
超
え
、
北
海
道
か
ら
沖

縄
ま
で
全
国
各
地
で
様
々
な
社
会
課
題
の
解
決
に

尽
力
さ
れ
て
い
る
。
事
業
の
多
く
が
、
生
活
に
困

窮
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
、
孤
独
や
孤
立
状
態
に
あ

る
若
者
、
就
労
困
難
者
な
ど
い
わ
ゆ
る
社
会
的
弱

者
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
方
々
を
対
象
と
し
て
い
る
。

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ａ
の
ビ
ジ
ョ
ン（
目
指
す
方
向
性
、

長
期
目
標
）で
あ
る
「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い

持
続
可
能
な
社
会
作
り
へ
の
触
媒
に
。」
と
同
じ

く
、
人
権
の
尊
重
や
社
会
的
包
摂
性
を
基
本
と
す

る
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
理
念
に
通
じ
て
い
る
。

休
眠
預
金
活
用
事
業
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ａ
で
は
、
①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
寄
付

と
い
う
行
為
の
素
地
が
広
く
醸
成
さ
れ
文
化
と
し

て
根
付
い
て
い
く
こ
と
、
②
民
間
公
益
活
動
の
自

立
し
た
担
い
手
を
数
多
く
育
成
す
る
こ
と

│

を
中
長
期
的
な
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
た
。
企
業
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン（
大
変
革
）へ
の
力
と
、
市
民
社
会
に
よ

る
休
眠
預
金
を
活
用
し
て
の
き
め
細
か
な
課
題
解

決
力
は
、
経
団
連
が
掲
げ
る
「Society

5.0

の
実

現
を
通
じ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
」
の
た
め
の
車
の

企業とソーシャルセクターの
連携で実現する
「誰ひとり取り残さない
持続可能な社会」
─企業への期待、持てる力を

社会課題解決へ 二
ふたみや
宮雅

まさや
也

日本民間公益活動連携
機構（JANPIA）理事長

（注１）正式名称は、「民間公益活動を促進するための休眠預金等に係る資金の活用に関する法律」
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図表２ 休眠預金活用事業の例

1 子どもおよび若者の支援に係る活動への支援

・子どもホスピスの立ち上げ支援や医療的ケア児の体験を創出する事業
・外国にルーツを持つ青少年への学習支援

2 日常生活または社会生活を営むうえでの困難を有する者の支援に関
する活動への支援

・高齢者、長期ひきこもり、生きづらさを抱える若者、シングルマザー等、
社会的弱者に向けての居場所作り、食糧支援、居住支援、就労支援

3 地域社会における活力の低下その他の社会的に困難な状況に直面し
ている地域の支援に関する活動への支援

・空き家問題解決と社会的弱者への居住支援、居場所作りの両立
・地域資源を再活性化し、地域社会の核となるソーシャルビジネス形成
支援

図表３ 企業連携に関心のある実行団体

74.1

22.3

2.4 1.2

アンケートに回答した団体の9割強が
企業連携に関心あり

非常に関心がある
やや関心がある
あまり関心がない
わからない

企業連携に関するニーズ調査結果
（調査期間：2022年10月28日～ 11月15日、回答団体数：166）

Ａ
な
ど
が
伴
走
し
て
団
体
の
基
盤
強
化
を
支
援
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、「
安
心
し
て
協
働
で
き
る

先
」
と
し
て
信
頼
を
得
て
い
る
。
ま
た
全
て
の
団

体
が
社
会
的
イ
ン
パ
ク
ト
評
価

（
注
２
）を
実
施
し
て
お
り
、

事
業
の
実
効
性
の
確
保
な
ど
か
ら
も
、
連
携
メ
リ

ッ
ト
は
大
き
い
。

こ
れ
ら
の
背
景
か
ら
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ａ
で
は
、

団
体
と
企
業
の
連
携
を
促
進
す
る
「
マ
ッ
チ
ン

グ
」
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ま
で

に
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ａ
が
直
接
関
与
し
た
連
携
実
績
は

67
社
・
３
２
５
件
。
ヒ
ト（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
プ

ロ
ボ
ノ
等
）、
モ
ノ（
製
品
・
物
資
の
寄
贈
等
）、

カ
ネ（
資
金
的
支
援
）、
情
報
や
施
設
等
を
活
用
し

た
支
援
な
ど
、
様
々
な
連
携
が
実
現
し
て
い
る
。

企
業
と
し
て
も
、
団
体
と
連
携
す
る
こ
と
は
新

し
い
価
値
観
を
創
造
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
。
実

際
に
団
体
と
プ
ロ
ボ
ノ
連
携
に
取
り
組
ん
だ
企
業

か
ら
は
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
領
域
に
お
け
る
知
見
が
獲

得
で
き
た
」「
従
業
員
の
能
力
開
発
や
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
に
つ
な
が
っ
た
」
等
の
意
義
が
語
ら
れ

て
い
る
。

Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ａ
は
、
企
業
連
携
を
推
進
す
る
た

め
に
、
経
団
連
な
ど
の
協
力
を
得
て
年
に
１
回
程

度
マ
ッ
チ
ン
グ
会
を
開
催
し
て
い
る
。
３
回
目
と

な
っ
た
２
０
２
３
年
度
は
、
九
州
経
済
連
合
会
の

両
輪
と
な
る
。
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ａ
は
、
企
業
と
市
民

社
会
と
の
連
携
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
貢
献
す
る

と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
日
本
型
モ
デ
ル
に
な
る
と
期

待
さ
れ
て
い
た
が
、
今
、
ま
さ
に
そ
れ
が
着
実
に

具
体
化
し
、
進
展
し
て
い
る
。

企
業
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
ク
タ
ー
の

連
携
を
推
進

日
本
民
間
公
益
活
動
連
携
機
構
と
い
う
正
式
名

称
の
通
り
、
私
た
ち
は
、
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
の
連
携
と
協
働
を
重
視
し
て
い
る
。
中
で

も
、
実
行
団
体
や
資
金
分
配
団
体（
以
下
、「
団

体
」）か
ら
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ａ
へ
の
期
待
が
特
に
大
き

な
も
の
が
、
企
業
と
の
連
携
で
あ
る
。
毎
年
Ｊ
Ａ

Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ａ
が
団
体
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
「
企

業
連
携
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
」
で
は
、
９
割
強

の
団
体
が
「
企
業
と
の
協
働
で
社
会
課
題
の
解
決

を
目
指
し
た
い
、
長
期
的
な
連
携
関
係
を
構
築
し

た
い
」
と
の
強
い
期
待
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
る（
図
表
３
参
照
）。

一
方
で
、
企
業
か
ら
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
の
連

携
を
検
討
し
て
い
る
が
、
ど
こ
が
信
頼
の
置
け
る

団
体
な
の
か
が
わ
か
ら
な
い
」
と
の
声
も
聞
く
。

こ
の
点
、
休
眠
預
金
を
活
用
し
て
い
る
団
体
は
、

そ
の
選
定
の
際
に
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
や
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
体
制
な
ど
に
つ
い
て
、
一
定
の
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｉ

（注２）社会的インパクト評価：社会的インパクト（短期、長期の変化を含め、
当該事業や活動の成果として生じた社会的、環境的なアウトカム）を定量的・
定性的に把握し、当該事業や活動について価値判断を加えること 522024・2



九州経済連合会との共催で開催した「九州マッチング会」

医療的ケア児の初めての海体験を支援

協
力
を
得
て
、
初
め
て
福
岡
に
お
い
て
対
面
形
式

で
開
催
し
た
。
地
元
企
業
な
ど
30
社
、
九
州
な
ら

び
に
沖
縄
・
山
口
両
県
で
休
眠
預
金
活
用
事
業
を

進
め
て
い
る
21
の
団
体
と
そ
の
関
係
者
、
行
政
機

関
な
ど
か
ら
１
４
０
人
が
参
加
し
、
熱
気
あ
ふ
れ

る
場
と
な
っ
た
。

民
間
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な

活
動
に
期
待

日
本
で
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
な
ど
の
社
会

情
勢
の
変
化
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
、
長
期

に
わ
た
る
経
済
の
停
滞
や
昨
今
の
物
価
高
騰
な
ど

に
よ
り
、
国
民
生
活
の
質
や
水
準
に
影
響
を
与
え

る
様
々
な
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
行
政
の
対
応
だ
け

で
は
な
く
、
民
間
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
活

動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ａ
で
は
、

休
眠
預
金
活
用
事
業
を
通
し
て
団
体
と
連
携
し
、

課
題
解
決
を
進
め
て
い
る
が
、
社
会
の
構
造
を
変

革
す
る
よ
う
な
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
取
り
組
み
に

は
、
企
業
の
積
極
的
な
参
画
や
連
携
が
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
ク
タ
ー
と

企
業
と
が
ま
さ
に
イ
コ
ー
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

持
続
可
能
な
社
会
作
り
に
向
け
て
共
に
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
ク
タ
ー
と
の
連
携
は
、
企
業
に

と
っ
て
も
、
社
会
的
弱
者
の
就
労
支
援
な
ど
「
ビ

ジ
ネ
ス
と
人
権
」
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
背
景
と

す
る
活
動
や
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
貢
献
す
る
意

義
あ
る
協
業
の
実
現
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
２
０

２
３
年
６
月
の
休
眠
預
金
等
活
用
法
の
改
正
で
実

現
し
た
「
出
資
」
の
解
禁
や
、
主
に
人
材
・
情
報

と
い
っ
た
非
資
金
的
な
面
で
団
体
の
能
力
強
化
を

支
援
す
る
「
活
動
支
援
団
体
」
に
関
す
る
ス
キ
ー

ム
の
導
入
に
よ
り
、
企
業
や
金
融
機
関
に
と
っ
て

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
協
業
の
機
会
が
拡

大
す
る
可
能
性
も
期
待
さ
れ
る
。
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ａ

は
そ
の
橋
渡
し
役
と
し
て
努
め
て
い
く
所
存
で
あ

り
、
経
済
界
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ア
ク
シ
ョ
ン

に
期
待
し
て
い
る
。

な
お
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ａ
で
は
令
和
６
年
能
登
半

島
地
震
を
受
け
て
、
休
眠
預
金
活
用
団
体
が
開
設

し
て
い
る
寄
付
等
の
窓
口
を
紹
介

し
て
い
る
。
詳
し
く
は
下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
参
照
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